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交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
で

あ
る
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
の
予

防
と
啓
発
を
目
的
に
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
６
月
７

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。

　
川
崎
市
と
本
学
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室

（
斎
藤
達
哉
室
長
）
の
共
催

で
、
経
済
学
部
・
杉
橋
や
よ

い
教
授
の
「
経
済
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
１
」
の
授
業
内
で
行
わ

れ
た
。
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
か
な
が
わ

（
横
浜
市
）
理
事
長
の
阿
部

真
紀
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

学
生
約
２
５
０
人
が
座
学
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
。

　
身
体
的
な
も
の
だ
け
で
な

く
、行
動
の
制
限
や
精
神
的
・

経
済
的
・
性
的
な
暴
力
も
デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
当
た
る
。
阿
部

さ
ん
は
、「
被
害
者
は
『
自
分

が
悪
い
か
ら
暴
力
を
受
け
て

も
仕
方
が
な
い
』
と
思
い
込

ん
で
し
ま
う
。
周
囲
の
人
が

『
あ
な
た
は
決
し
て
悪
く
な

い
』
と
伝
え
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
事
」
と
語
っ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

架
空
の
事
例
を
も
と
に
、
加

害
者
・
被
害
者
双
方
の
気
持

ち
や
被
害
者
の
友
人
と
し
て

で
き
る
こ
と
な
ど
を
考
え

た
。

　
受
講
し
た
柏
木
優
希
さ
ん

（
経
済
４
）
は
、「
３
組
に
１

組
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
が
起
き
て

い
る
と
知
り
、
人
ご
と
で
は

な
い
と
感
じ
た
。
も
し
友
人

か
ら
被
害
の
相
談
を
受
け
た

際
は
、
自
分
の
意
見
を
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
寄
り

添
う
姿
勢
を
大
切
に
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　「ハラスメント（harassment）」

を辞書で引くと、「悩ませ

ること」「迷惑」「嫌がら

せ」など思いのほか軽い言葉が並びます。単なる

「迷惑」であれば、相手にそれを伝えて状況の改

善を図るのがお互いにとってメリットになりま

す。

　しかし、こんにち問題とされる「ハラスメン

ト」には、そもそも相手に直接「嫌だ」と言えな

い状況があります。報復が怖いから、大人気ない

と思われるから、自分にも非があるかもしれない

からと、我慢したり、気にならないふりをしたり

する行為を、受け手が一方的かつ自発的に要請さ

れるのです。

　多くの場合、加害者は明確な悪意を持っている

わけではありません。むしろ無自覚に自分の価値

観を押し付けていることがほとんどでしょう。自

分にとって是とすることや取るに足らないこと

が、相手によっては異なることを想像するのは意

外と難しいのです。

　大学は仲間意識を持てる人間と新たに出会える

場であると同時に、異なる価値観を持つ人間と付

き合わざるを得ない社会の一部でもあります。ち

ょっと違うかも、ちょっと嫌かもと思ったら、自

分だけで抱え込まず、友人知人、あるいは相談室

などに気軽に相談することをお勧めします。気づ

かずに誰かを傷つけてしまうのは人の常です。早

めに相談することで客観的な視点を得られます

し、相手にも変化する機会が与えられます。一方

的に我慢を強いられることだけでなく、対話なく

不信感だけが一人歩きしてしまうことも憂慮して

います。

 （キャンパス・ハラスメント対策室員　柴田隆子）

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

「ハラスメント」に思う
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ダイセ
イ

個性豊かにキャンパスラ
イフを送る

「イマドキ専大生」を紹
介！

国際コミュニケーション学部
日本語学科

法学部
法律学科

法学部
法律学科

ゼミ形式の授業が楽しい！
この夏はTOEICに向けて
勉強に励みます

いろいろな人と関係を作れ
るのが大学のいいところ。
先輩とも交流したい

バイトも学業も充実した
日々。将来は人と接する
仕事に就きたいです

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
視

覚
障
が
い
理
解
・
体
験
講
座

の
第
２
回
で
は
、
盲
導
犬

（
ア
イ
メ
イ
ト
）
に
つ
い
て

知
る
体
験
講
座
が
実
施
さ
れ

た
。

　
公
益
財
団
法
人
ア
イ
メ
イ

ト
協
会
の
牧
島
希
さ
ん
が
講

師
を
担
当
。
ア
イ
メ
イ
ト
の

補
助
に
よ
る
歩
行
体
験
で

は
、
参
加
者
は
ア
イ
マ
ス
ク

を
つ
け
て
、
ア
イ
メ
イ
ト
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
校

舎
内
を
歩
い
た
。
木
嶋
咲
月

さ
ん
（
経
済
２
）
は
「
ア
イ

メ
イ
ト
が
こ
ち
ら
の
動
き
に

合
わ
せ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

が
体
感
で
き
た
。
視
覚
障
が

い
者
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
際
に
配
慮
す
べ
き
点
も
知

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
も
エ

ス
コ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

　
講
座
の
第
１
回
は
、
目
の

仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
第

３
回
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ

け
て
の
生
活
体
験
を
通
じ

て
、
視
覚
障
が
い
者
の
支
援

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
17

日
、
車
い
す
体
験
講
座
が
開

か
れ
、
東
京
都
千
代
田
区
で

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ホ
ー
プ
代
表
の
永
田
潔

さ
ん
が
講
師
を
務
め
た
。

　
参
加
者
は
２
人
１
組
で
、

車
い
す
の
利
用
者
役
と
介
助

者
役
を
交
互
に
務
め
な
が
ら

10
号
館
や
そ
の
周
辺
を
ま
わ

っ
た
。
学
生
食
堂
の
券
売
機

や
自
動
販
売
機
で
は
「
上
の

方
ま
で
手
が
届
か

ず
、
自
力
で
ボ
タ

ン
を
押
す
の
は
難

し
い
」
と
い
っ
た

感
想
が
あ
が
っ

た
。

　
参
加
し
た
中
山

歩
実
花
さ
ん
（
国

コ
ミ
ュ
１
）
は
、

「
車
い
す
乗
車
時

の
目
線
は
低
く
、

普
段
と
は
見
え
方

や
感
じ
方
が
大
き

く
異
な
る
こ
と
に

驚
い
た
。
そ
の
違

い
を
埋
め
る
た
め

に
も
、
利
用
者
と

介
助
者
双
方
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事

だ
と
感
じ
た
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

デートＤＶの予防啓発デートＤＶの予防啓発
ワークショップを開催ワークショップを開催

車
い
す
利
用
者
の
目
線
で
食
堂
の
使
い
勝
手
を
確
認

永田さん（左）とともにキャンパス周辺をまわった

アイメイトの補助を受けての歩行体験

視
覚
障
が
い
理
解
・
体
験
講
座

実
践
！ 

車
い
す
体
験
講
座

　
防
災
意
識
を
高
め
、自
助
・
共
助
に
つ

い
て
学
ぶ
第
11
回
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
フ
ェ
ア

が
６
月
30
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
学
生
、
教
職
員
約
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。

　
神
田
警
察
署
、
神
田
消
防
署
、
地
元

消
防
団
、
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
委
員
会
の
協
力
で
、
消
火
体
験
や
煙

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
学
生
団
体
の

Ｓ
Ｋ
Ｖ
（
専
修
神
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
体
験
を
指

導
。
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
を
行
っ
た
。

　
Ｓ
Ｋ
Ｖ
代
表
の
山
﨑
恭
稜
さ
ん
（
法

３
）は「
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
普
及
し
た
が
、
使
い

方
を
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い
。
体

験
す
る
こ
と
で
、
万
が
一
何
か
が
発
生

し
た
時
に
、
戸
惑
わ
ず
行
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
語
っ
た
。

　本学では、障がいの有無にかかわらず学生が主体的に学修できる環境をつくり、卒業後、

自立した社会人として諸課題に対応できる人材育成を目指している。その一環として、障

がい学生支援室では、さまざまな講座を開講し、障がいや支援について理解を深めている。

６月には「視覚障がい理解・体験講座」（全３回）と、「実践！車いす体験講座」が開催された。

理解深める講座開講障がい学生支援室

第
11
回
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
フ
ェ
ア

Ｓ
Ｋ
Ｖ
の
学
生
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー

相
談
を
受
け
た
際
に
何
が
で
き

る
の
か
を
話
し
合
う
学
生
た
ち


